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は
じ
め
に

民

は

人

な

り

I

妙
瞳
と
藤
樹
'
|
ー

『
大
学
』
冒
頭
の
「
大
学
の
道
は
、
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り
、
民
を
新
た
に
す
る
に
在
り
、
至
善
に
止
ま
る
に
在
り
」
（
大
学
之
道
、

在
明
明
徳
、
在
新
民
、
在
止
於
至
善
）
の
、
「
民
」
に
関
す
る
日
本
近
世
儒
家
の
解
釈
は
、
お
お
む
ね
次
の
三
つ
に
な
る
。

曰
民
は
統
治
さ
れ
る
人
民
で
あ
る
。

口
民
は
五
倫
を
兼
ね
る
言
薬
で
、
自
己
以
外
の
人
を
い
う
。

曰
民
は
統
治
さ
れ
る
人
民
で
あ
る
と
と
も
に
、
自
己
以
外
の
人
の
意
も
含
む
。

こ
の
三
つ
の
解
釈
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
『
大
学
』
が
い
か
な
る
書
物
で
あ
る
か
と
い
う
点
を
め
ぐ
る
解
釈
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

論
点
が
拡
散
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
踏
み
込
ま
な
い
こ
と
に
す
る
。
同
様
に
、
朱
子
章
句
本
系
統
本
文
の
「
在
新
民
」
と
、
古
本

系
本
文
の
「
在
親
民
」
の
相
違
に
つ
い
て
も
、
「
民
」
の
解
釈
の
相
違
を
そ
の
ま
ま
示
す
場
合
が
あ
る
一
方
で
殆
ん
ど
関
わ
ら
な
い
場
合
も
あ
る

の
で
（
「
親
」
の
文
字
を
使
っ
て
ア
ラ
タ
ニ
ス
ル
と
読
ま
せ
る
本
も
多
い
）
、
特
別
に
区
別
し
な
い
こ
と
に
す
る
。

日
は
最
も
広
く
流
布
し
た
解
釈
で
あ
る
。
寛
文
九
年
刊
『
大
学
諺
解
大
成
大
全
』
（
内
題
「
大
学
諺
解
大
成
」
。
小
亀
益
英
著
。
朱
子
の
『
大

学
章
句
』
の
注
解
）
か
ら
「
在
親
民
」
の
解
を
引
い
て
お
こ
う
。

西

田

耕
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上
二
居
テ
、

下
ヲ
メ
グ
ム
ヲ
瓦
。
四
ガ
身
ヲ
サ
マ
ラ
ズ
、
ソ
テ
、
民
ヲ
親
ニ
セ
ソ
コ
ト
ハ
ナ
リ
ガ
タ
シ
。
ヲ
ノ
レ
明
〗

ノ
テ

明
徳
ご
其
ノ
次
二
民
ヲ

ア
ラ
タ
ニ
ス
ル
也
。
林
子
全

書
二
云
ク
、
親
ハ
シ
タ
シ
ム
ナ
リ
、
明

〗
ノ明徳
＿親
〗
ノ

一

星
竺
固
〗
レ
之

ヲ

相
ヒ
シ
タ
シ
ム
。
孟
子
ノ

曰
ク

、
人
倫
明
〗
上
二

小
民
親
三
於
下
―
―
-
。
故
二
大
学
ノ
道
ハ
、
又
夕
在
〗
親
[
-
一
民
ヲ
。
妥
二
、
秦
ノ
膨
公
ノ
民
、
名
馬
ヲ
ヌ
ス
ム
。
其

ノ

後
二
応
杓
卜
〗
左
処
ロ
ノ
百
姓

三
百
余
、
盗
人
極
ク1
'

。
重
罪
タ
ル
ベ
キ
ト
コ
ロ
ニ
、
穆
公
ノ
曰
，
ノ、

君
子
ハ
畜
産
ヲ
以
テ
不
レ
害
レ
人
ラ
ト
テ
、
タ
ス
ケ
タ
マ
フ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

釘
〗
馬
ヲ
衣
レ
和
レ
酒
ヲ
時
キ
ハ
、
必
ス
五
如
消
ス
ト
テ
、
酒
ヲ
酎
セ
、
助
ケ
帰
ス
。
是
ヲ
以
テ
、
親
[
ル
民
ヲ
ト
可
〗
広
フ

O
a
J定ぷ
↑□配
叡
印
力
翫
渇

コ
レ
ヲ
ナ
シ
コ
ト

陵
借
状
ヲ
ヤ
ク
。
是
又
夕
是
二
同
キ
事
ナ
ル
ベ
シ
。

『
大
学
諺
解
大
成
大
全
』
は
、
別
の
箇
所
で
も
、
「
己
力
徳
ヲ
明
ニ
シ
、
民
ヲ
ヤ
シ
ナ
イ
シ
タ
シ
ム
ノ
上
ニ
ツ
イ
テ
云
時
ハ
親
ヨ
シ
。
又
夕
己

力
徳
ヲ
ア
キ
ラ
カ
ニ
シ
、
民
ノ
徳
ヲ
ア
ラ
タ
ニ
ス
ル
時
ハ
新
ナ
リ
」
と
、
「
親
」
と
「
新
」
の
相
違
を
注
し
て
い
る
が
、
と
も
に
民
は
「
上
」
に

対
す
る
「
下
」
で
あ
る
。
中
村
楊
斎
『
四
書
示
蒙
句
解
』
巻
一
「
大
学
上
」
（
享
保
四
年
刊
）
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
「
民
ハ
、
只
人
ナ
リ
。
大
学

ノ
業
、
天
下
ヲ
乎
カ
ニ
ス
ル
ニ
至
ル
故
、
位
ア
ル
人
二
対
シ
テ
、
民
卜
云
ナ
リ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

口
に
つ
い
て
は
、
毛
利
貞
斎
『
大
学
但
諺
紗
』
（
元
禄
十
一
年
刊
。
引
用
は
明
治
十
九
年
版
）
が
わ
か
り
易
い
説
明
で
あ
る
。
毛
利
貞
斎
は
、

「
在
新
民
」
は
「
天
下
ノ
民
ノ
明
徳
ヲ
各
（
明
ラ
カ
ニ
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
云
」
と
言
っ
た
あ
と
、
「
民
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

ヒ

ロ

ク

、

｀

、

ナ

コ

モ

迄
―
一
巴
辞
ナ
リ
。
人
君
ノ
上
ヨ
リ
云
ヘ
バ
。
諸
人
士
農
工
商
咸
籠
レ
リ
。
又
無
ご
夜
立
テ
モ
。
我
ヵ
身
ヲ
外
テ
ハ
。
皆
民
な
り
。
例
セ
バ
忠

イ
サ
メ

臣
ガ
君
ヲ
諌
テ
。
如
二
発
舜
ゾ
ニ
致
ス
モ
。
新
／
ス
ル
民
ヲ
ナ
リ
。
聖
賢
ノ
道
ニ
テ
。
人
ヲ
化
ス
ル
モ
新
／
ス
ル
民
ヲ
ナ
リ
。

ナ
ヅ
ム泥゚

可

「
身
ヲ
外
テ
ハ
」
と
は
、
自
分
以
外
と
い
う
意
で
あ
る
。
毛
利
貞
斎
は
さ
ら
に
、
「
新
民
ハ
。
必
ス
治
国
平
天
下
ノ
上
ニ
ノ
ミ
不

一
両
輩
ヲ
教
へ
治
ル
モ
新
民
ナ
リ
」
と
言
う
。

『
大
学
』
の
「
大
学
の
道
は
、
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り
、
民
を
新
た
に
す
る
に
在
り
、
至
善
に
止
ま
る
に
在
り
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

三
網
領
に
、
さ
ら
に
同
じ
く
「
古
の
明
徳
を
天
下
に
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
其
の
国
を
治
む
。
其
の
国
を
治
め
ん
と
欲
す
る
者
は
、

先
ず
其
の
家
を
斉
う
。
其
の
家
を
斉
え
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
其
の
身
を
修
む
。
其
の
身
を
修
め
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
其
の
心
を
正
す
。

其
の
心
を
正
さ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
其
の
意
を
誠
に
す
。
其
の
意
を
誠
に
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
其
の
知
を
致
す
。
知
を
致
す
は
物
に
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四
宗
兼
学
の
黄
辟
盃
僧
妙
幡
浄
彗
心
の
『
儒
釈
雑
記
』
（
宝
永
四
年
序
）
は
、
表
題
通
り
、
少
年
時
、
松
永
昌
易
に
師
事
し
た
こ
と
の
あ
る
妙
挑
の
、

儒
教
に
関
す
る
基
本
的
な
見
解
を
も
含
ん
だ
著
述
で
あ
る
。
そ
の
巻
二
十
三
で
妙
瞳
は
『
大
学
』
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
朱
子
に
従
っ
て
、

『
大
学
』
は
大
人
の
学
で
『
小
学
』
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
本
来
固
有
の
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
学
で
あ
る
こ
と
を
記
し
、
「
新
民
」
の

「
民
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

又
民
ト
ハ
、
明
ノ
馬
漢
宗
力
云
ク
、
民
ハ
己
二
対
ス
ル
ノ
称
、
即
チ
家
ノ
父
子
兄
弟
、
皆
民
也
。
是
レ
乃
チ
釈
、
ソ
得
テ
好
、
ソ
。
若
、
ン
民
ヲ
以

テ
君
二
対
ス
ル
ノ
称
卜
為
ス
ト
キ
ハ
、
則
チ
明
徳
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
事
ハ
、
唯
リ
王
公
ノ
上
二
在
テ
、
諸
人
分
無
キ
ニ
似
タ
リ
。
然
ラ
バ
則
チ

何
ヲ
以
テ
カ
人
々
具
有
卜
言
フ
コ
ト
ヲ
得
ソ
ヤ
。

妙
幡
は
、
馬
漠
宗
の
、
民
と
は
自
分
以
外
の
人
を
意
味
す
る
と
い
う
解
釈
に
対
し
て
、
「
釈
、
ソ
得
テ
好
、
ソ
」
と
言
い
、
も
し
民
が
君
に
対
す
る

意
味
で
あ
る
な
ら
、
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
任
務
は
ひ
と
り
王
公
に
の
み
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
明
徳
が
「
人
々
具
有
」
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
成
り
立
た
な
い
、
と
言
う
。
こ
の
妙
瞳
の
論
理
は
、
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
を
新
た
に
す
る
と
い
う
論
理
を
前
提
に
し

あ

ら

た

み

ず

か

て
い
る
。
す
な
わ
ち
朱
子
『
大
学
章
旬
』
の
「
新
と
は
、
其
の
旧
を
革
む
る
の
謂
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
既
に
自
ら
其
の
明
徳
を
明
ら
か
に
す
。

ま

さ

お

又
当
に
推
し
て
以
て
人
に
及
ぼ
し
、
之
を
し
て
亦
以
て
其
の
旧
染
の
汚
を
去
る
こ
と
有
ら
し
む
べ
し
、
と
な
り
」
の
解
釈
を
前
提
に
し
て
い
る
。

こ
の
前
提
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
て
お
こ
う
。
山
崎
闇
斎
『
大
学
啓
発
集
』
（
寛
文
九
年
序
）
巻
一
は
『
朱
子
語
類
』
十
四
を
引
い
て
い
る
（
原

妙
瞳
浄
懸

格
る
に
在
り
」
の
、
い
わ
ゆ
る
八
条
目
を
併
せ
て
統
一
的
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
『
大
学
但
諺
紗
』
の
見
解
は
隠
当
な
も
の
と
い
え
る
。

そ
う
考
え
れ
ば
、
日
の
解
釈
は
、
治
人
、
治
民
の
面
を
拡
大
し
た
―
つ
の
選
択
の
結
果
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
口
の
解
釈
も
、
治
人
、

治
民
の
面
を
可
能
な
限
り
縮
小
し
た
結
果
の
解
釈
で
あ
り
、
口
と
口
の
中
間
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
予
想
が
た
つ
。
本
稿
で
話
題

に
し
た
い
の
は
、
こ
の
口
の
解
釈
に
つ
い
て
で
あ
る
。
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訓
点
付
漠
文
）
。

問
、
明
徳
新
民
、
我
二
在
テ
ハ
以
テ
之
ヲ
新
ニ
ス
ル
コ
ト
有
リ
、
民
ノ
其
ノ
明
徳
ヲ
明
ニ
ス
ル
ニ
至
テ
ハ
、
却
テ
又
も
二
在
リ
。
曰
、
是
レ

オ
ノ
ヅ

己
力
徳
ヲ
明
ニ
シ
、
民
ノ
徳
ヲ
新
ニ
ス
ト
雖
ド
モ
、
然
ト
モ
其
ノ
意
自
カ
ラ
参
へ
見
ル
ベ
シ
。
明
徳
ヲ
天
下
二
明
ニ
ス
、
自
カ
ラ
新
ニ
シ
テ

以
テ
其
ノ
民
ヲ
新
ニ
ス
ル
コ
ト
、
知
ル
ベ
、
ン
。

「
明
明
徳
」
と
「
新
民
」
の
行
為
の
間
の
関
係
（
つ
ま
り
、
修
己
と
治
人
の
間
の
関
係
）
が
彼
此
に
分
裂
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

問
い
に
対
す
る
朱
子
の
回
答
は
、
「
参
へ
見
ル
ベ
シ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
室
鳩
巣
『
大
学
章
句
新
疏
』
（
元
禄
十
五
年
序
）
は
、
「
其
ノ
自

カ
ラ
明
ニ
ス
ル
所
ノ
者
ヲ
推
テ
以
テ
人
二
及
ス
ハ
、
則
新
民
之
事
也
。
書
二
云
、
旧
染
ノ
汚
俗
咸
ク
与
二
維
レ
新
ナ
リ
ト
。
章
句
此
二
本
ツ
イ
テ

以
テ
新
民
ヲ
釈
ス
。
新
ナ
ル
ハ
則
彼
二
在
テ
自
カ
ラ
為
卜
雖
、
我
力
使
ム
ル
所
ノ
者
以
テ
之
ヲ
新
ニ
ス
ル
コ
ト
有
リ
」
と
言
う
。
鳩
巣
も
ま
た
、

新
た
に
な
る
の
は
民
自
身
の
行
為
で
あ
る
が
、
明
徳
を
明
ら
か
に
し
た
こ
ち
ら
側
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
も
そ
れ
は
可
能
で
あ
る
、
と
曖
昧

な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

妙
憧
は
自
ら
が
前
提
に
し
た
朱
子
や
鳩
巣
の
彼
此
の
関
係
の
曖
昧
さ
そ
の
も
の
を
つ
こ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
馬
漢
宗
の
発
言
に

反
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
化
の
場
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
（
後
述
）
、
『
大
学
』
は
「
本
来
固
有
ノ
明
徳
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
ニ
在
ル
ノ
ミ
」
と

い
う
考
え
を
確
認
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
直
観
的
に
彼
此
の
分
裂
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
妙
幡
の
選
択
と
言
っ
て
よ
い
。

明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
君
主
王
公
の
み
に
か
か
わ
る
こ
と
で
は
な
い
。
妙
植
浄
慧
は
さ
ら
に
強
調
す
る
。

虞
舜
ハ
民
間
二
在
テ
之
（
明
徳
）
ヲ
明
ラ
カ
ニ
シ
テ
以
テ
宝
位
二
昇
リ
、
万
邦
ヲ
撫
ス
。
謂
ツ
ベ
シ
、
明
徳
ヲ
天
下
二
明
ラ
カ
ニ
ス
ト
。
孔

顔
之
ヲ
明
ラ
カ
ニ
シ
テ
、
世
二
用
ヒ
ラ
レ
ズ
。
夫
レ
昇
沈
顕
晦
ハ
、
則
チ
命
也
。
豊
二
明
徳
二
於
テ
而
モ
加
損
有
ソ
ヤ
。
当
二
知
ル
ベ
シ
、

明
徳
ヲ
明
ラ
カ
ニ
ス
ル
コ
ト
ハ
、
即
チ
是
レ
人
倫
ノ
当
為
也
卜
。
若
ヽ
ソ
之
ヲ
明
ラ
カ
ニ
ス
ル
道
ヲ
用
ヒ
ズ
ソ
ハ
、
即
チ
登
二
禽
獣
卜
異
ナ
ラ

ソ
ヤ
。

明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
君
主
王
公
の
位
や
任
務
と
は
関
係
が
な
い
。
禽
獣
と
異
な
る
人
間
と
し
て
の
任
務
で
あ
る
。
そ
し
て
妙
撞
は

「
至
善
二
止
マ
ル
ニ
在
リ
」
に
関
す
る
朱
子
、
程
子
、
湯
霜
林
、
徐
巌
泉
の
言
葉
を
列
挙
し
た
あ
と
、
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
。
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此
レ
等
ノ
諸
子
、
種
々
ノ
註
解
有
リ
ト
雖
ド
モ
、
要
ヲ
以
テ
之
ヲ
言
フ
ト
キ
ハ
、
則
チ
自
ラ
固
有
ノ
性
徳
ヲ
明
ラ
カ
ニ
シ
テ
、
又
以
テ
他
二

及
ボ
シ
テ
、
之
（
他
）
ヲ
シ
テ
其
旧
染
ノ
汚
ヲ
新
タ
ニ
シ
テ
本
体
ノ
明
二
復
セ
シ
メ
、
共
二
至
普
ノ
地
二
止
マ
ル
ニ
過
ギ
ザ
ル
ノ
ミ
。
只
是

ノ
三
網
領
、
即
チ
聖
門
大
人
ノ
学
ニ
シ
テ
、
其
余
ハ
則
チ
之
ヲ
明
カ
ニ
シ
、
之
ヲ
新
タ
ニ
シ
テ
、
而
モ
将
サ
ニ
至
善
二
止
ラ
ソ
ト
ス
ル
ノ
助

道
也
。

基
本
的
に
は
朱
子
学
の
考
え
に
依
り
つ
つ
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
に
揚
言
す
る
妙
撞
の
真
意
は
、
明
徳
が
仏
性
で
あ
る
と
言
い
た
い
こ
と
に
あ
る
。

能
ク
此
ノ
明
徳
ノ
一
章
ヲ
味
ヘ
バ
、
翅
仏
法
ヲ
謗
ラ
ザ
ル
ノ
ミ
ニ
非
ズ
、
却
テ
仏
法
二
於
テ
思
ヒ
半
バ
ニ
過
ソ
゜

明
徳
こ
そ
が
仏
祖
の
言
う
仏
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
言
っ
て
儒
仏
の
総
合
を
は
か
ろ
う
と
す
る
妙
瞳
に
と
っ
て
、
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
王
公
の
み
の
任
務
と
限
定
す
る
こ
と
は
、
根
本
的
に
障
害
と
な
る
考
え
で
あ
っ
た
。
馬
漠
宗
の
解
釈
を
「
釈
、
ソ
得
テ
好
、
ソ
」
と
す
る
強
い
理
由

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

妙
撞
浄
慧
が
「
明
ノ
馬
漠
宗
力
云
ク
」
と
し
て
引
用
し
た
の
は
、
『
四
書
最
勝
蔵
』
「
大
学
巻
一
」
の
「
大
学
之
道
章
」
か
ら
で
あ
ろ
う
。

合註

0
民
者
対
己
称
、
無
論
国
与
天
下
、
即
家
之
父
子
兄
弟
皆
民
也
。
我
但
自
明
其
徳
、
而
坐
視
斯
民
之
汚
、
此
便
是
有
我
之
私
。
（
中
略
）

『
四
書
最
勝
蔵
』
は
、
許
学
遠
の
序
、
蒻
寅
亮
の
序
、
就
李
馬
来
遠
漢
宗
父
輯
、
福
唐
江
朝
賓
如
見
父
校
（
但
し
、
四
書
に
よ
っ
て
校
者
は
異
な

る
）
で
出
版
さ
れ
た
（
内
閣
文
庫
蔵
本
に
よ
る
）
。
古
今
の
書
物
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
四
書
を
注
し
た
も
の
で
、
「
民
者
対
己
称
」
以
下
の
文

章
も
馬
漠
宗
の
も
の
で
は
な
く
、
「
合
註
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
『
四
書
最
勝
蔵
』
は
「
合
註
」
か
ら
多
く
引
い
て
い
る
が
、
「
合
註
」
に
つ

い
て
、
い
ま
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

妙
撞
は
『
儒
釈
雑
記
』
巻
二
十
三
で
、
「
羅
山
曾
テ
童
幼
ノ
為
二
大
学
ノ
解
ヲ
作
ル
ニ
、
其
引
キ
用
フ
ル
所
ノ
書
、
大
全
、
通
考
（
王
元
善
）
、

ゲ

イ

シ

キ

通
義
（
王
松
嗚
）
、
大
成
（
四
書
輯
釈
章
図
。
王
松
嗚
が
、
通
考
、
通
義
、
悦
士
毅
の
輯
釈
、
朱
公
遷
の
約
説
、
程
復
心
の
章
図
を
採
集
し
た
も

の
）
、
蒙
引
（
二
十
巻
、
明
の
察
介
夫
）
、
知
新
目
録
（
十
五
巻
、
鄭
申
甫
）
、
林
子
ガ
四
書
標
摘
、
管
志
堂
ガ
釈
文
、
楊
李
ガ
眼
評
等
ノ
書
二
過

ギ
ザ
ル
ノ
ミ
」
と
言
い
、
他
の
参
考
書
名
を
列
挙
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
妙
箭
が
そ
れ
ら
す
べ
て
に
目
を
通
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
知
ら
れ

る
だ
け
で
も
そ
れ
だ
け
の
書
物
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
妙
撞
に
な
ら
っ
て
、
そ
れ
ら
を
書
き
写
し
て
お
こ
う
。
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講
述
（
慮
未
人
、
二
十
巻
）
存
疑
（
林
希
元
、
十
四
巻
）
浅
説
（
陳
紫
峯
、
十
三
巻
）
図
史
合
孜
（
察
介
夫
、
二
十
四
巻
）
人
物
考

（
察
介
夫
、
八
巻
）
人
物
故
事
（
祭
介
夫
、
五
巻
）
人
物
備
考
四
書
故
事
章
図
大
成
（
悦
士
毅
、
二
十
三
巻
）
翼
図
解
（
近
世
居
）

客
図
解
（
翼
図
解
を
大
原
の
武
清
が
抄
し
た
も
の
、
二
巻
）
事
文
実
録
（
十
四
巻
）
問
弁
録
（
六
巻
）
参
考
（
十
巻
）
標
注
（
明
の

李

丸

我

）

術

明

摘

訓

（

丘

月

林

）

四

書
通
（
眺
元
素
）
四
書
肱

（

張

君

）

湖

南

講

文

林
貫
旨
人
物
類
鑑
疑
問
（
楊
升
庵
）

初
問
（
徐
岩
泉
）
微
言
（
唐
士
雅
。
「
今
已
二
大
学
微
言
ヲ
梓
行
ス
。
余
未
ダ
刻
セ
ズ
」
）
甲
第
質
言
（
牛
春
宇
）
披
雲
新
説
摘
粋

カ
イ
セ
イ

（
爽
仲
友
）
四
書
冶
（
張
賓
王
）
四
書
去
非
（
渇
五
玉
）
解
醒
（
卓
去
病
）
明
講
（
周
玉
縄
）
四
書
朔
（
張
席
之
）
登
雲
（
聞
子

将

）

四

書
通
（
胡
柄
文
、
三
十
四
巻
）
四
書
集
編
（
真
徳
秀
、
二
十
六
巻
）
四
書
類
編
（
狂
九
成
、
二
十
四
巻
）
四
書
管
窺
（
史
伯
瑶
、

五
巻
）
四
書
輯
語
（
宋
の
陳
応
龍
、
四
十
巻
）
四
書
集
署
（
慮
孝
孫
、
四
十
二
巻
）
集
義
（
阪
孝
孫
、
百
巻
）
集
義
精
要
（
慮
孝
孫
、

三
十

巻

）

四

書
叢
説
（
元
の
劉
夢
吉
、
二
十
巻
）
通
義
（
許
謙
、
三
十
六
巻
）
四
書
定
見
（
黄
介
子
）
四
書
辺
見
（
哀
無
喩
）
四
書

徹
（
方
核
未
）
四
書
懸
解
（
許
子
遜
）
四
書
剖
（
丘
毛
伯
）
四
書
訂
訛
（
施
羽
王
）
四
書
正
（
郡
臣
虎
）
講
意
（
弁
川
）
発
明

（
黄
会
稽
、
三
十
八
巻
）
口
義
（
張
介
庵
）
口
義
（
馬
懐
）
躍
淵
（
申
瑞
泉
）
口
義
（
蒋
道
林
）
拙
講
（
陸
緊
扁
）
原
旨
（
徐
倣

弦
）
達
説
（
李
貞
i

奄
）
解
署
（
姜
鳳
阿
）
主
意
（
柳
金
川
）
主
意
（
周
用
斎
）
小
見
（
管
慕
雲
）
四
書
説
（
周
都
峯
）
要
旨

（黄
察
陽
）
解
醒
（
蘇
紫
渓
）
口
義
（
李
九
我
）
院
意

（
哀
了
凡
）
折
衷
（
都
繹
山
）
引
躍
（
呉
省
庵
）
講
録
（
焦
済
園
）
要

旨
（
李
哀
一
）
詮
旨
（
黄
貞
甫
）
四
書
眼
（
梁
無
知
）
新
意
（
黄
思
白
）
四
書
繹
（
喬
君
求
）
合
編
（
呉
無
障
）
心
鉢
（
方
文
伯
）

ネ

ソ
サ
イ

約
文
暢
解
（
「
三
大
史
ノ
旨
意
ニ
シ
テ
、
今
微
言
ノ
冠
上
二
登
載
ス
」
）
四
書
新
孜
四
書
燃
犀
宜
照
解
（
大
榔
黄
景
肪
、
十
二
巻

）

四

書
集
疏
（
宋
の
注
茂
遠
）
四
書
眼
（
楊
復
所
）
醍
醐
（
湯
霜
林）

翼
註

（
王
観
涛
）
四
書
評

（

李

卓

吾

）

秘

旨

金

縄

合

旨

口

授
児
説
剛
正
理
解
直
解
四
書
箋
惑
四
書
述
義
（
元
の
貞
節
先
生
玄
子
晦
）
四
書
本
旨
四
書
約
解
（
宛
陵
の
胡
士
伶
期
仙
）

四
書
管
見
（
融
堂
、
十
三
巻
）
四
書
通
議
四
書
通
成
（
三
十
六
巻
）
四
書
詳
説
(
+
巻
）
四
書
提
要
四
書
輯
釈
（
三
十
六
巻
）
四

書
釈
要
（
十
九
巻
）
四
書
通
旨
（
六
巻
）
四
書
考
異
（
元
の
陳
棟
、
十
巻
）
四
書
章
図
纂
釈
（
程
復
心
、
二
十
二
巻
）

事
文
引
証
（
河

南
の
何
文
淵
）
四
書
因
問
（
呂
称
、
六
巻
）
四
書
問
弁
録
（
高
棋
、
十
巻
）
四
書
酉
陽
揆
古
奇
編
（
別
名
人
物
考
。
明
の
辞
応
旅
、
五
巻
）
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「
合
註
」
や
妙
箭
浄
懸
の
よ
う
に
、
『
大
学
』
の
「
新
民
」
の
「
民
」
を
統
治
さ
れ
る
人
民
と
し
て
で
は
な
く
、
人
倫
と
し
て
解
し
た
の
が
、

中
江
藤
樹
で
あ
る
。
藤
樹
は
王
阻
明
に
な
ら
っ
て
、
『
大
学
』
本
文
は
古
本
系
を
と
り
、
「
親
民
」
と
す
る
。

明
徳
ハ
人
間
ノ
根
本
主
宰
ナ
レ
バ
、
小
人
悪
人
ト
イ
ヘ
ト
モ
不
レ
滅
セ
不
レ
昧
カ
ラ
。
イ
カ
ソ
ト
ナ
レ
バ
、
ス
キ
ト
滅
却
ス
レ
バ
、
生
ヲ
保
ツ
コ

ト
不
レ
餌
。
其
不
レ
滅
セ
不
〗
昧
カ
ラ
モ
ノ
ハ
何
ノ
心
ソ
ト
云
二
、
親
ヲ
愛
、
ソ
子
ヲ
慈
ム
心
是
也
。
此
心
ヲ
指
テ
親
民
ト
イ
ヘ
リ
。
親
ハ
真
実

懇
切
ニ
シ
タ
シ
ム
心
ナ
リ
突
。
民
ハ
人
ナ
リ
。
人
倫
五
ツ
ア
リ
。
父
子
ナ
リ
、
君
臣
ナ
リ
、
夫
婦
ナ
リ
、
長
幼
ナ
リ
、
朋
友
ノ
交
ナ
リ
。
民

ノ
字
五
倫
ヲ
包
ネ
テ
可

f
呻
，
。
生
キ
ト
シ
生
ケ
ル
人
、
イ
カ
ナ
ル
田
夫
野
人
・
愚
痴
不
肖
ニ
シ
テ
モ
人
倫
ノ
交
際
二
慈
愛
ノ
心
ナ
キ
ハ
非
い
ー

人
直
。
是
ヲ
以
テ
万
欲
紛
擾
ノ
凡
心
二
即
テ
其
不
滅
不
昧
ノ
実
体
ヲ
指
点
、
ン
、
万
物
一
体
ノ
妙
用
ヲ
開
示
シ
、
学
問
ノ
種
ヲ
識
得
セ
シ
ム
。

慈
愛
ト
イ
ワ
ズ
シ
テ
親
民
ト
イ
ヘ
ル
ハ
修
行
ノ
田
地
ヲ
兼
ネ
示
ス
所
ナ
リ
。
（
「
大
学
蒙
註
」
、
『
藤
樹
先
生
全
集
』
巻
十
二
）

親
ハ
愛
也
、
民
ハ
人
也
。
五
倫
ヲ
包
ネ
テ
見
ル
ベ
シ
。
（
「
大
学
解
」
、
同
右
）

藤
樹
に
と
っ
て
、
明
徳
は
慈
愛
の
心
で
あ
り
、
そ
の
心
を
人
倫
交
際
の
場
に
用
い
る
こ
と
が
親
民
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
人

倫
交
際
の
場
に
お
け
る
慈
愛
が
人
の
明
徳
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
熊
沢
蕃
山
は
、
「
大
学
小
解
」
で
、
「
在
親
民
」
を
、
「
民
は
人
也
。
無
位

者
を
民
と
云
。
位
は
人
の
命
ず
る
者
也
。
生
れ
出
た
る
所
は
貴
賤
と
も
に
皆
天
民
也
。
い
に
し
へ
は
皇
子
と
い
へ
ど
も
、
生
れ
な
が
ら
官
位
な
し
。

チ

テ

イ

凡
人
と
同
じ
く
学
校
に
入
て
学
び
給
へ
り
。
人
情
時
度
に
通
じ
て
治
体
を
知
給
は
ん
が
為
也
。
故
に
民
の
字
、
君
臣
父
子
夫
婦
兄
弟
朋
友
の
五
倫

中
江
藤
樹

四
書
彙
考
（
苫
西
の
蔵
建
鑑
、
四
巻
）
五
便
宗
意
（
李
衷
一
、
五
巻
）
四
書
精
録
（
二
巻
）
四
書
説
約
（
顧
夢
麟
、
二
十
巻
十
五
本
）

四
書
醒
心
要
解
（
唐
抑
所
・
陶
石
貰
、
五
巻
）
四
書
弁
俗
（
臨
川
の
徐
奮
鵬
、
八
巻
）
四
書
揚
明
（
金
壇
の
張
公
亮
）

こ
れ
だ
け
の
点
数
の
中
に
も
、
「
合
註
」
は
見
当
ら
な
い
。
『
四
書
最
勝
蔵
』
が
引
く
四
書
の
末
書
で
、
こ
れ
ら
の
列
挙
の
中
に
な
い
も
の
も

多
い
。
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を
兼
て
い
へ
り
。
」
（
『
蕃
山
全
集
』
第
三
巻
）
と
解
し
て
い
る
。
字
句
は
藤
樹
に
似
て
い
る
が
、
「
民
」
の
範
囲
を
五
倫
に
拡
げ
た
だ
け
で
、
根

本
の
と
こ
ろ
は
治
人
・
治
民
の
意
識
に
よ
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
藤
樹
と
蕃
山
の
こ
の
相
違
は
、
藤
樹
が
明
徳
を
慈
愛
と
考
え
た
の
に
対
し
、

蕃
山
が
「
広
大
・
高
明
・
神
霊
・
不
測
・
幽
深
・
玄
遠
の
至
」
と
考
え
、
こ
の
明
徳
を
明
か
に
す
る
た
め
に
清
浄
の
地
を
求
め
る
誤
り
を
恐
れ
て

（
つ
ま
り
、
仏
教
批
判
）
、
五
倫
の
交
り
を
も
ち
出
し
て
き
た
点
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
脈
で
蕃
山
の
「
順
逆
と
も
に
五
倫
の
交
り
砥

石
と
成
て
、
明
徳
を
明
か
に
す
る
也
。
徳
を
明
か
に
す
る
天
然
自
然
の
学
校
は
五
倫
也
。
故
に
人
を
親
む
に
在
と
云
」
と
い
う
記
述
（
同
上
）
を

読
め
ば
、
さ
ら
に
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。
先
の
例
と
同
様
、
こ
こ
で
も
、
「
故
に
」
の
接
続
の
意
味
が
分
明
で
な
い
。
要
す
る
に
、
蕃
山
に
お

い
て
、
「
民
」
は
人
一
般
を
指
す
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
な
ら
、
す
で
に
朱
子
の
『
大
学
章
句
』
も
「
民
は
人
」
と
言
っ
て
い
る
。
し

あ

ら

た

ま

さ

、

か
し
、
先
に
引
い
た
「
新
と
は
其
の
旧
を
革
む
る
の
謂
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
既
に
自
ら
其
の
明
徳
を
明
か
に
す
。
又
当
に
推
し
て
以
て
人
に

及
ぼ
し
、
之
を
し
て
亦
以
て
其
の
旧
染
の
汚
を
去
る
こ
と
有
ら
し
む
べ
し
、
と
な
り
」
と
い
う
言
句
は
、
や
は
り
治
人
の
意
識
に
お
い
て
書
か
れ

て
い
る
。
蕃
山
の
「
民
は
人
也
」
も
、
治
人
の
意
識
を
背
景
に
し
て
い
る
。

ひ
と

藤
樹
は
、
『
鑑
草
』
附
録
「
陰
随
」
の
「
親
レ
親
仁
レ
民
愛
レ
物
」
（
孟
子
）
の
項
の
「
民
」
に
つ
い
て
「
民
は
他
人
の
人
倫
（
親
類
と
区
別
し

て
い
る
）
、
君
臣
朋
友
等
な
り
。
其
中
、
君
も
っ
と
も
厚
し
、
臣
こ
れ
に
つ
ぐ
。
同
志
も
っ
と
も
厚
、
面
友
こ
れ
に
つ
ぐ
。
面
を
不
レ
識
人
、
ま

た
こ
れ
に
次
」
（
加
藤
盛
一
校
註
、
岩
波
文
庫
）
と
言
い
、
『
孝
経
啓
蒙
』
敢
問
章
で
は
、
「
「
他
人
」
は
君
臣
・
夫
婦
・
兄
弟
・
子
孫
・
朋
友

を
指
し
て
言
ふ
」
（
加
地
伸
行
校
注
、
日
本
思
想
大
系
『
中
江
藤
樹
』
、
岩
波
書
店
）
と
注
し
、
『
孝
経
啓
蒙
』
全
体
に
わ
た
っ
て
『
孝
経
』
の

「
民
」
に
こ
と
ご
と
く
「
民
は
人
な
り
」
と
注
し
て
い
る
。

藤
樹
が
民
を
治
人
の
対
象
か
ら
五
倫
を
形
成
す
る
存
在
だ
と
解
釈
し
直
し
た
の
は
、
単
に
『
大
学
』
の
「
親
民
」
の
注
釈
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て

で
は
な
く
、
思
想
の
展
開
に
伴
っ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
周
知
の
通
り
、
『
鑑
草
』
で
は
、
「
明
徳
仏
性
」
と
い
う
主
張
が
基
調
と
さ
え

な
っ
て
い
る
。
晩
年
の
『
大
学
蒙
註
』
や
『
大
学
解
』
で
、
明
徳
を
慈
愛
と
と
ら
え
た
背
景
と
と
も
に
、
儒
学
と
い
う
枠
を
超
え
出
て
い
く
働
き

注
2

の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
藤
樹
に
と
っ
て
『
大
学
』
は
、
『
小
学
』
に
対
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、

学
問
の
総
号
（
総
名
）
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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妙
憧
と
藤
樹

『
大
学
』
の
「
明
徳
」
を
仏
性
と
考
え
、
「
新
民
」
の
「
民
」
を
己
に
対
す
る
の
称
で
あ
り
、
家
の
父
子
兄
弟
も
み
な
民
だ
と
考
え
た
妙
節
浄

慧
は
、
そ
の
点
に
お
い
て
中
江
藤
樹
と
解
釈
が
共
通
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
明
徳
を
仏
性
と
考
え
る
こ
と
は
儒
仏
の
融
合
を
は
か
ろ
う
と
す
る

思
想
に
お
い
て
そ
れ
程
特
異
な
こ
と
で
は
な
い
し
、
「
民
」
の
解
釈
を
妙
植
は
馬
漢
宗
か
ら
得
た
と
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
藤

樹
と
妙
撞
を
並
べ
る
の
は
、
直
接
的
な
影
響
関
係
を
想
定
し
て
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
思
想
の
構
造
の
類
似
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
妙
節
は
藤
樹
に
関
し
て
全
く
何
も
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
、
『
儒
釈
雑
記
』
巻
二
十
二
で
、
『
本
朝
儒
宗
伝
』
と
、
そ
こ
に

引
か
れ
た
『
本
朝
孝
子
伝
』
を
引
用
し
、
巻
二
十
五
で
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
を
し
て
い
る
。

本
朝
陸
王
ノ
学
ヲ
挙
揚
ス
ル
コ
ト
ハ
、
則
チ
江
州
ノ
隠
士
之
ガ
濫
崩
タ
リ
。
其
ノ
伝
前
二
録
ス
ル
所
ノ
如
シ
（
巻
二
十
二
の
こ
と
）
。
中
井

氏
翁
問
答
ヲ
撰
ス
。
没
後
二
三
年
ヲ
歴
テ
、
慶
安
三
年
之
頃
ヲ
ヒ
ニ
、
其
門
人
之
ヲ
刊
布
ス
。
撰
者
ノ
自
叙
二
云
ル
コ
ト
有
リ
。
一
老
翁
卜

体
充
ト
ノ
問
答
ヲ
筆
記
ス
、
故
二
翁
問
答
卜
号
ス
ト
。
旧
記
二
云
ク
、
永
禄
年
中
二
江
州
佐
々
木
氏
ノ
家
臣
三
上
大
学
秀
氏
翁
問
答
ヲ
作
テ

ヲ

ホ
キ
マ
チ

以
テ
之
ヲ
主
君
二
献
ズ
ト
。
是
其
号
ヲ
同
フ
ス
ル
コ
ト
ハ
何
ゾ
ヤ
。
夫
レ
以
ミ
ル
ニ
、
永
禄
ハ
乃
チ
人
皇
百
七
代
正
親
町
ノ
院
ノ
年
号
、
疫

安
ハ
則
チ
百
十
一
代
ノ
御
宇
後
光
明
院
ノ
年
号
、
其
間
相
去
ル
コ
ト
殆
ソ
ド
九
十
余
年
、
中
江
及
ビ
三
上
ハ
共
二
是
江
州
ノ
人
、
況
ヤ
三
上

所
撰
ノ
書
、
之
ヲ
佐
々
木
二
呈
ス
ル
ヲ
ヤ
。
其
オ
其
書
、
知
ヌ
ベ
シ
。
定
テ
知
ヌ
、
中
江
モ
亦
已
二
電
覧
二
及
バ
ソ
コ
ト
ヲ
。
然
レ
バ
則
チ

ミ
ッ
ク
リ

為
二
彼
ノ
書
ヲ
補
茸
シ
テ
、
其
ノ
標
題
ヲ
同
フ
ス
ル
モ
亦
未
ダ
測
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
或
人
ノ
云
ク
、
永
禄
年
中
二
信
長
公
江
州
箕
作
山
ノ
城
ヲ

シ

タ

ケ

ぺ

攻
ム
。
城
主
佐
々
木
左
京
太
夫
腋
関
斎
承
貞
及
ビ
吉
田
氏
某
、
建
部
ノ
源
八
等
、
士
卒
ヲ
指
揮
、
ソ
テ
之
ヲ
防
ギ
戦
フ
ト
雖
ド
モ
、
遂
二
佐
久

問
右
衛
門
木
ノ
下
藤
吉
郎
丹
羽
五
郎
左
衛
門
ノ
尉
等
ノ
為
二
抜
カ
レ
、
是
二
依
テ
本
城
観
音
寺
山
ノ
将
卒
男
女
、
其
ノ
夜
尽
ク
逃
散
ス
ト
云
々
。

然
レ
バ
則
チ
三
上
所
撰
ノ
書
モ
亦
疑
ク
ハ
烏
有
卜
為
ソ
。
登
二
流
布
二
暇
ア
ラ
ソ
ヤ
。
是
ヲ
以
テ
之
ヲ
観
レ
バ
、
今
伝
フ
ル
所
ノ
翁
問
答
ハ
、

想
フ
ニ
是
レ
中
江
一
人
ノ
手
二
出
デ
、
而
モ
偶
其
名
ヲ
同
フ
ス
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ソ
。
何
ゾ
必
ズ
シ
モ
中
江
初
出
ノ
書
ヲ
知
ル
ト
言
ハ
ソ
ヤ
ト
。
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方
サ
ニ
今
初
出
ノ
翁
問
答
別
二
世
二
行
ハ
ル
ヽ
コ
ト
ヲ
聞
カ
ズ
。
知
ラ
ズ
、
果
、
ソ
テ
何
ノ
書
ゾ
ヨ
。
是
ノ
故
二
中
江
氏
ヲ
以
テ
陸
王
学
ヲ
唱

フ
ル
ノ
魁
卜
為
、ソ
、
相
次
デ
熊
沢
氏
之
ヲ
振
フ
ト
云
々
。

（
『
儒
釈
雑
記
』
巻
二
十
五
）

書
物
好
き
で
あ
っ
た
妙
撞
浄
慧
の
想
像
が
十
二
分
に
示
さ
れ
た
部
分
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
事
実
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
箇
所
の
頭
注
で
、
妙
撞
は
、

中
井
が
大
和
西
銘
等
の
書
を
撰
し
た
こ
と
（
大
和
西
銘
は
蕃
山
の
著
と
さ
れ
る
が
、
藤
樹
が
書
い
た
も
の
と
し
て
も
十
分
通
用
す
る
）
、
熊
沢
氏

の
集
義
和
書
に
南
部
草
寿
が
序
し
た
こ
と
（
そ
の
序
を
略
出
し
て
い
る
）
を
記
し
た
あ
と
、
心
学
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

按
ズ
ル
ニ
、
中
江
熊
沢
流
ヲ
名
テ
心
学
卜
為
ル
コ
ト
ハ
何
ゾ
ヤ
。
曰
ク
、
盤
、
ソ
是
直
戟
頓
悟
乃
チ
一
心
性
ノ
学
ニ
シ
テ
、
枝
蔓
二
渉
ラ
ザ
ル

コ
ト
ヲ
明
ス
ト
。
然
レ
ド
モ
朱
学
者
以
為
ラ
ク
、
所
謂
ル
孔
門
伝
授
ノ
心
法
、
那
箇
ノ
儒
力
、
是
レ
心
学
二
非
ル
ヤ
。
故
二
又
新
学
卜
書
、ソ

呼
ブ
。
程
朱
ノ
旧
学
二
択
ヘ
バ
也
。
心
学
ノ
和
書
、
其
ノ
類
頗
ル
多
、
ソ
。
所
謂
ル
心
学
五
倫
書
、
心
学
教
訓
書
、
心
学
問
答
、
心
学
論
ノ
類

是
也
。

妙
憧
浄
慧
が
藤
樹
に
関
し
て
記
し
て
い
る
の
は
以
上
で
あ
る
。

『
儒
釈
雑
記
』
巻
二
十
六
で
、
本
朝
の
孝
子
伝
を
列
挙
し
て
い
る
中
に
、
「
孝

経
啓
蒙
、
四
巻
」
と
い
う
箇
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
藤
樹
の
著
述
を
指
し
て
い
る
の
だ
と
し
て
も
そ
の
旨
の
記
載
は
な
い
。

し
か
し
、
妙
撞
浄
惹
は
、
枝
蔓
に
渉
ら
ず
、
直
戟
頓
悟
乃
ち

一
心
性
の
学
で
あ
る
心
学
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
。
『
儒
釈
雑
記
』
巻
二
十
六
で

は
次
の
よ
う
に
言
う
。

昔
巫
翌
奄
呉
克
己
、
喩
貢
元
二
与
ル
書
二
云
ク
、
夫
レ
釈
氏
ノ
禅
宗
有
ル
ハ
、
猶
五
芦
ガ
儒
ノ
老
荘
ア
ル
ガ
ゴ
ト
シ
ト
。
若
、
ソ
我
ナ
ラ
バ
則

チ
云
ソ
、
猶
ヲ
吾
ガ
儒
ノ
陸
王
有
ル
ガ
ゴ
ト
シ
ト
。
何
ソ
ト
ナ
レ
バ
、
所
謂
ル
直
捷
簡
易
、
其
ノ
蔓
ヲ
斐
リ
、
葛
ヲ
除
フ
コ
ト
、
相
似
タ
ル

ハ
イ
セ
キ

者
有
ル
ガ
故
也
。
但
シ
禅
二
同
ジ
ト
云
フ
ニ
ハ
非
ズ
。
了
海
何
ゾ
漫
リ
ニ
仏
法
ヲ
排
斥
ス
ル
コ
ト
ヲ
教
ル
ヤ
。
是
レ
他
ノ
腸
儒
陰
仏
也
卜
言

ア
キ
ラ

フ
ヲ
嫌
フ
故
力
。
此
レ
モ
亦
博
ク
学
ビ
審
カ
ニ
思
ハ
ザ
ル
ガ
致
ス
所
ニ
シ
テ
、
自
他
ヲ
損
ズ
ル
所
以
ナ
リ
。
所
謂
ル
道
並
ビ
行
ハ
レ
テ
相
ヒ

悸
ラ
ズ
ト
云
ヘ
リ
。
是
レ
弘
通
者
ノ
深
ク
慮
ル
ベ
キ
所
ナ
リ
。
漫
リ
ニ

―
ヲ
執
、
ソ
テ
余
ヲ
非
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
則
チ
留
イ
必
ズ
其
身
二
及
プ

コ
ト
有
リ
。
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妙
撞
は
、
仏
教
に
お
け
る
禅
宗
を
、
儒
教
に
お
け
る
陸
王
学
に
比
し
て
い
る
。

「
直
捷
簡
易
、
其
ノ
蔓
ヲ
安
リ
、

葛
ヲ
除
フ
」
点
に
類
似
を
認

め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
「
但
、
ソ
禅
卜
同
ジ
ト
云
フ
ニ
ハ
非
ズ
」
は
、
以
下
の
蕃
山
批
判
の
前
提
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
禅
と
陸
王
は
似
て
い
る
が

同
じ
で
は
な
い
。
笛
山
に
は
こ
の
全
体
の
認
識
が
な
い
。
似
て
い
る
部
分
か
ら
は
陽
儒
陰
仏
と
言
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
心
が
生
じ
、
同
じ
で
は

な
い
と
い
う
部
分
か
ら
は
、
道
が
並
び
行
わ
れ
て
は
相
悴
る
と
い
う
偏
狭
な
心
が
生
じ
る
。
一
を
執
し
余
を
非
と
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
災
い
が
そ

の
身
に
ふ
り
か
か
る
だ
ろ
う
。
弘
通
者
の
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
妙
節
の
最
後
の
一
文
は
、
他
人
と
即
価
を
き
た
す
こ
と
が
多
く
、

幕
府
の
処
罰
も
う
け
た
蕃
山
の
人
生
を
総
括
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
黄
辟
歪
派
の
禅
僧
で
あ
っ
た
妙
瞳
は
、
心
学
に
共
感
を
覚
え
た
。
し
か
し
蕃
山

は
容
赦
な
く
排
仏
を
喧
伝
す
る
。

「
見
ツ

ベ
シ
、
吾
ガ
宗
二
孔
子
ヲ
尊
信
ス
ル
コ
ト
ノ
深
キ
コ
ト
ヲ
。
何
故
ゾ
、
僅
カ
ニ

儒
書
ヲ
読
ム
者
ノ
、
仏

法
ヲ
謗
ル
ヲ
以
テ
標
膀
卜
為
ル
ヤ
」
（
『
儒
釈
雑
記
』
巻
二
十
六
。
『
道
需
禅
師
旅
泊
竜
稿
』
の
孔
子
賛
を
読
ん
で
の
感
想
）
と
考
え
る
妙
憧
は
、

排
仏
は
「
博
ク
学
ビ
審
カ
ニ
思
ハ
ザ
ル
ガ
致
ス
所
」
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
「
博
ク
学
ビ
｛
番
カ
ニ
思
」
（
『
中
庸
』
に
よ
る
）
う
こ
と
が
妙
撞

の
態
度
で
あ
り
、
能
う
限
り
そ
れ
を
実
践
し
た
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
残
さ
れ
た
著
述
で
十
分
に
わ
か
る
。

藤
樹
と
妙
節
の
共
通
性
は
、
ま
ず
直
接
性
へ
の
志
向
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
『
大
学
』
の
三
綱
領
を
聖
門
大
人
の
学
と
し
、
余
は
助
道
と
言
っ

た
妙
憧
と
同
様
に
、
藤
樹
も
、
三
綱
領
が
『
大
学
』
の
経
の
み
に
あ
っ
て
い
わ
ゆ
る
伝
に
な
い
理
由
を
問
わ
れ
、
「
三
網
本
ト

一
網
、
唯
明
徳
ヲ

明
ニ
ス
ル
ニ
極
レ
リ
。
而
、
ソ
テ
誠
意
以
下
ノ
伝
皆
明
徳
ヲ
明
ニ
ス
ル
エ
夫
ナ
レ
バ
、
此
外
別
に
伝
ヲ
立
ツ
ベ
キ
理
リ
ナ
シ
」
と
言
い
、
「
誠
意
以

下
」
（
格
物
、
致
知
、
誠
意
、
正
心
、
修
身
、
斉
家
、
治
国
、
平
天
下
の
八
条
目
の
誠
意
以
下
）
に
つ
い
て
も
、
「
蓋
シ
八
目
ノ
工
程
誠
意
ヲ
主

ト
ス
。
而
シ
テ
意
ヲ
誠
ニ
ス
ル
エ
程
、
即
ハ
チ
致
知
格
物
也
」
「
イ
カ
ソ
ト
ナ
レ
バ
明
徳
ヲ
ク
ラ
マ
ス
病
症
多
端
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
畢
寛
其
病

根
ハ
意
ナ
リ
。
故
二
明
徳
ヲ
明
ニ
ス
ル
エ
夫
、
意
ヲ
誠
ニ
ス
ル
ノ
外
ハ
ナ
シ
」
と
言
う
（
「
大
学
考
」
）
。
さ
ら
に
、
平
天
下
、
治
国
、
斉
家
、
修

身
、
正
心
、
誠
意
は
ま
ず
そ
の
知
に
致
り
、
致
知
は
ま
さ
に
格
物
に
在
る
と
も
言
う
（
「
大
学
解
」
）
。
で
は
、
「
物
ヲ
格
ス
」
と
い
う
時
の
「
物
」

と
は
何
か
。
藤
樹
は
こ
こ
で
も
直
接
明
快
に
、
「
物
」
と
は
五
事
で
あ
る
と
確
言
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
五
事
（
貌
言
視
聴
思
）
ハ
身
ノ
用
ナ
リ
。

五
事
ノ
善
悪
是
非
、
心
ノ
邪
正
ニ
ョ
ル
」
「
五
事
ノ
善
悪
是
非
ヲ
知
ル
ハ

良
知
ナ
リ
。
良
知
所
レ
知
ヲ
主
ト

シ
テ
五
事
ノ
非
ヲ
格
ス
ハ
、
格
物
ノ

工
程
ナ
レ
バ
、
物
ヲ
格
ス
ト
キ
ハ
、
修
身
・

正
心
・
誠
意

・
致
知
ノ
功
一

斉

二
其
中

二
在
」
る
か
ら
で
あ
る

（「大
学
解
」）
。
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藤
樹
が
「
天
下
ノ
万
事
千
差
万
別
ナ
リ
ト
イ
ヘ
共
、
五
事
ヲ
離
ル
ヽ
コ
ト

一
ツ
モ
ナ
シ
。
イ
カ
ソ
ト
ナ
レ
バ
貌
言
視
聴
思
ナ
キ
ト
キ
ハ
何
事
ヲ

カ
行
得
ソ
ヤ
」
と
確
言
で
き
た
の
は
、
「
天
下
第
一
等
ノ
事
人
間
第
一
義
ノ
事
、
別
路
ノ
走
ル
ベ
キ
ナ
ク
、
別
事
ノ
倣
ベ
キ
ナ
ク
シ
テ
、
易
簡
直

歓
ナ
ル
コ
ト
分
暁
ナ
リ
」
（
「
大
学
解
」
）
と
い
う
覚
悟
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
覚
悟
は
、
人
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
者
は
す
べ
て

平
等
に
明
徳
を
も
つ
と
い
う
認
識
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。

「
明
徳
ハ
人
問
ノ
根
ナ
リ
。
此
根
ナ
ケ
レ
バ
人
間
ノ
形
ヲ
ウ
ク
ル
コ
ト
不
レ
能
故
ナ
リ
。

オ
ニ
ハ
差
別
ア
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
明
徳
ハ
聖
凡
一
体
ナ
レ
バ
、
下
愚
ト
イ
ヘ
ド
モ
滅
セ
ズ
昧
カ
ラ
ザ
ル
所
ア
リ
。
其
不
昧
不
滅
ノ
所
二
於
テ
本
体

ヲ
ト
メ
拡
充
ス
ル
ト
キ
ハ
下
愚
モ
必
聖
地
二
升
ル
」
「
天
子
・
諸
侯
・
卿
大
夫
・
士
・
庶
人
五
等
ノ
位
尊
卑
大
小
差
別
ア
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
其
身

ニ
於
テ
ハ

奄
髪
モ
差
別
ナ
シ
。
此
身
同
キ
ト
キ
ハ
学
術
モ
亦
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
」
（
「
大
学
解
」
）
と
い
う
ふ
う
に
で
あ
る
。
そ
し
て
妙
撞
浄
慧
も、

ひ
か
え
目
に
他
人
の
言
を
借
り
て
で
あ
る
が
、
「
程
子
ノ
門
人
、
二
先
生
ノ
語
ヲ
記
ス
ル
ニ
云
ク
、
周
茂
叔
窓
前
ノ
草
除
去
ズ
、
之
ヲ
問
フ
ニ
云
、

自
家
ノ
意
思
ト

一
般
也
。
子
厚
麟
横
馳
ノ
鳴
ヲ
観
ル
モ
、
亦
謂
、
此
ノ
如
シ
ト
。
幻
（
妙
撞
）
按
ズ
ル
ニ
、
張
子
厚
西
ノ
銘
二
謂
ル
、
民

ハ
吾
ガ

（
ト
モ
）

同
胞
也
、
物
ハ
吾
ガ
与
也
卜
」
と
言
う
（
『
儒
釈
雑
記
』

巻
十
九）
。

さ
て
、
藤
樹
は
、
「
天
下
ノ
万
事
千
差
万
別
ナ
リ
ト
イ
ヘ
共
、
五
事
ヲ
離
ル
ヽ
コ
ト
一
ツ
モ
ナ
シ
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
「
五
事
ハ
身
ノ
用
ナ

リ
。
五
事
ノ
善
悪
是
非
、
心
ノ
邪
正
ニ
ョ
ル
」
と
言
っ

た
。
つ
ま
り
、
五
事
と
は
心
の
働
き
が
身
の
動
き
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
で

は
、
藤
樹
は
心
身
全
体
を
ど
う
位
置
づ
け
て
い
た
か
。

蓋
、
ソ
天
下
ヤ
国
ヤ
家
ヤ
、
大
小
衆
寡
異
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
皆
人
ナ
リ
。
身
ヤ
心
ヤ
、
形
神
殊
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
皆
己
レ
ナ
リ
。
人
卜
己

ト
相
交
テ
五
事
発
見
ス
。
所
い
謂
ノ
物
ナ
リ
。

(
[
大
学
考
」
）

心
身
と
は
己
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
人
々
と
は
、
天
下
や
国
や
家
を
構
成
し
て
い
る
者
の
こ
と
で
あ
る
。
人
と
己
が
交
際
し
て
貌
言
視
聴
思

の
五
事
が
現
わ
れ
る
。

藤
樹
の
こ
の
図
式
は
わ
か
り
や
す
い
。
「
人
卜
己
卜
相
交
テ
五
事
発
見
ス
」
と
い
う
言
い
方
は
、
「
己
」
が
そ
れ
自
体
で
存
立
す
る
こ
と
に
こ

だ
わ
ら
な
い
考
え
を
示
す
。
人
と
交
際
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
己
が
存
在
す
る
。
明
徳
が
己
を
貫
き
、
己
の
存
在
理
由
な
の
で
あ
る
か
ら
、

己
は
そ
の
善
悪
邪
正
を
問
う
だ
け
の
場
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
場
は
す
べ
て
に
通
じ
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
も
ち
ろ
ん
良
知
を
前
提
に
し
て
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で
は
、

ひ
る
が
え
っ
て
、
『
大
学
』
の
「
民
」
を
統
治
さ
れ
る
人
民
と
解
釈
す
る
と
い
か
な
る
不
都
合
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ひ

び

こ

れ

蒙
』
の
「
敢
問
章
」
で
、
『
孝
経
』
の
「
君
子
の
教
ふ
る
に
孝
を
以
て
す
る
は
、
家
ご
と
に
至
り
て
日
日
に
之
を
見
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」

釈
と
し
て
、
藤
樹
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
教
以
孝
」
と
は
、
「
教
」
は
教
化
を
謂
ふ
。
「
孝
」
は
全
体
を
も
っ
て
言
ふ
。
（
中
略
）
「
非
家
至
而
日
見
之
」
と
は
、
「
家
」
は
天
下

ミ
ヅ
カ

の
家
を
指
し
て
言
ふ
。
「
至
」
は
、
君
子
行
い
て
そ
の
家
に
到
る
を
謂
ふ
。
「
之
」
は
民
を
指
し
て
言
ふ
。
「
こ
れ
を
見
る
」
と
は
君
子
親

ジ

テ

ィ

ひ

び

ら
そ
の
民
を
見
て
、
耳
提
面
命
す
る
を
謂
ふ
。
「
家
ご
と
に
至
り
て
し
か
う
し
て
日
に
こ
れ
を
見
る
に
あ
ら
ず
」
と
は
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、

ミ

ズ

カ

ア

マ

ネ

君
子
、
親
ら
循
＜
天
下
の
人
家
に
到
り
て
、
し
か
う
し
て
日
日
に
そ
の
民
を
見
て
こ
れ
に
教
ふ
る
に
あ
ら
ず
と
な
り
。
こ
の
一
句
、
も
っ
て
、

コ

ト

オ

ト

教
化
の
真
、
専
ら
天
の
載
は
声
も
な
く
臭
も
な
き
上
に
在
り
て
、
声
色
の
末
に
求
め
ざ
る
を
開
示
す
。

教
化
の
現
場
を
想
定
す
る
な
ら
、
『
孝
経
』
の
言
っ
て
い
る
こ
と
も
、
藤
樹
の
言
っ
て
い
る
こ
と
も
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。
聖
人
君
子

と
い
え
ど
も
、
一
軒
一
軒
家
を
廻
っ
て
教
化
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
か
ら
藤
樹
は
、
天
の
こ
と
は
無
声
無
臭
で
あ
る
か
ら
、
教
え
を
声

四
教
化
の
場

い
る
の
だ
が
、
や
は
り
―
つ
の
「
己
」
の
発
見
の
過
程
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
己
」
の
規
定
に
よ
っ
て
藤
樹
の
「
民
ハ
人
ナ
リ
」
の
意
味
が
よ
り
明

確
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
『
孝
経
啓
蒙
』
「
孝
経
」
の
項
の
「
「
民
」
は
人
な
り
。
諸
侯
．
麒
梵
知
．
士
．
町

Ax、
天
下
の
人
を
指
し
て
言
ふ
」

は
、
『
孝
経
』
の
「
先
王
、
至
徳
要
道
あ
り
。
も
っ
て
天
下
を
順
に
す
。
民
、
用
ひ
て
和
睦
し
、
上
下
怨
み
な
し
」
に
対
す
る
注
解
で
あ
る
が
、

『
孝
経
』
の
文
章
に
即
し
て
「
天
下
の
人
を
指
し
て
言
ふ
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
『
大
学
』
の
注
解
に
お
い
て
、
『
大
学
』
の
言
薬
で

あ
る
「
親
民
」
に
即
し
て
「
五
倫
ヲ
包
ネ
テ
見
ル
ベ
シ
」
と
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
言
い
方
で
、
と
も
に
、
「
己
」
か
ら
み
た
時
の
「
人
」
で
あ

り
、
統
治
さ
れ
る
人
民
と
し
て
の
人
で
は
な
い
。
そ
し
て
妙
瞳
浄
惹
の
「
民
ハ
己
二
対
ス
ル
ノ
称
、
則
チ
家
ノ
父
子
兄
弟
、
皆
民
也
」
と
い
う
理

解
も
ま
た
、
藤
樹
の
図
式
を
想
定
す
る
こ
と
で
よ
り
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。

『
孝
経
啓

の
解
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色
の
末
に
求
め
て
は
い
け
な
い
と
『
孝
経
』
は
言
っ
て
い
る
と
解
す
る
の
だ
が
、
こ
の
解
か
ら
‘
―
つ
は
間
接
的
な
制
度
と
し
て
の
教
化
、
一
っ

は
内
在
化
し
た
天
に
よ
る
教
化
と
い
う
二
面
が
出
て
く
る
こ
と
は
当
然
だ
ろ
う
。
藤
樹
は
「
親
民
ハ
明
徳
ノ
感
通
ナ
リ
。
此
ノ
徳
人
心
ノ
主
ト
ナ

ッ
テ
人
倫
二
交
ル
ト
キ
ハ
、
必
ス
愛
ス
ル
コ
ト
、
タ
ト
ヘ
バ
火
ノ
物
ヲ
乾
カ
シ
、
水
ノ
物
ヲ
潤
ス
ガ
如
、
ン
」
あ
る
い
は
「
大
本
ハ
声
モ
ナ
ク
臭
モ

ナ
ケ
レ
バ
、
初
学
ノ
分
際
ニ
テ
ハ
其
明
暗
弁
へ
難
シ
。
五
事
ハ
形
色
ア
リ
、
跡
ア
ッ
テ
其
邪
正
弁
へ
易
、
ソ
。
故
ニ
ア
ラ
ハ
レ
テ
見
易
キ
五
事
ヲ
以

テ
カ
ク
レ
テ
見
難
キ
大
本
ヲ
察
、
ソ
、
専
ラ
カ
ヲ
大
本
二
用
ル
ヲ
知
い
所
〗
先
後
ー

□
卜
云
」
（
「
大
学
解
」
）
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
後
者

に
よ
る
し
か
な
い
。
明
徳
を
人
間
の
条
件
と
考
え
た
藤
樹
に
と
っ
て
、
現
実
の
教
化
の
場
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
「
民
」
を
統
治
さ
れ
る
人
民
で

あ
る
と
解
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。
藤
樹
が
い
か
な
る
契
機
に
よ
っ
て
「
親
民
」
の
「
民
」
を
「
人
ナ
リ
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

は
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
現
実
の
教
化
の
場
（
こ
れ
は
藤
樹
の
思
想
の
現
場
で
あ
る
）
が
一
っ
の
契
機
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し

て
お
き
た
い
。

一
方
、
妙
憧
浄
慧
に
も
次
の
よ
う
な
見
解
が
あ
る
。

梁
無
知
ガ
曰
、
能
ク
天
下
ヲ
シ
テ
尽
ク
其
明
徳
ヲ
明
ラ
カ
ニ
セ
シ
メ
ソ
ト
ニ
ハ
非
ズ
、
只
明
徳
ヲ
天
下
二
明
ラ
カ
ニ
セ
ソ
ト
（
明
明
徳
干
天

下
）
欲
ス
ル
ノ
ミ
、
然
ラ
ズ
ソ
バ
、
民
ヲ
バ
之
二
由
ラ
シ
ム
ベ
シ
、
之
ヲ
知
ラ
シ
ム
ベ
カ
ラ
ズ
ト
云
ハ
、
登
二
謡
語
ナ
ラ
ソ
ヤ
ト
。
要
ハ
一

ノ
於
ノ
字
ヲ
看
ヨ
ト
。
幻
（
妙
撞
）
ヲ
以
テ
之
ヲ
観
ル
ト
キ
ハ
、
則
チ
謂
ク
、
無
我
同
胞
ノ
聖
人
、
登
二
民
ヲ
シ
テ
之
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
コ
ト

ヲ
欲
セ
ザ
ラ
ソ
ヤ
。
蓋
、
ソ
能
ハ
ザ
ル
也
。
天
下
ノ
広
キ
、
人
民
ノ
衆
キ
、
根
機
ノ
区
、
是
モ
亦
尭
舜
ダ
モ
其
レ
猶
ヲ
諸
レ
ヲ
病
メ
リ
ト
謂
ツ

ベ
キ
者
力
。
（
『
儒
釈
雑
記
』
巻
二
十
三
）
．

こ
れ
は
『
大
学
』
三
網
領
こ
そ
が
聖
門
大
人
の
学
で
、
余
は
助
道
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
て
い
る
箇
所
の
自
注
の
部
分
で
あ
る
。
「
一
ノ
於
ノ
字

ヲ
看
ヨ
」
と
言
う
時
の
「
於
」
は
『
大
学
章
句
』
序
の
「
明
明
徳
於
天
下
」
を
意
識
し
た
結
果
、
「
子
」
を
勘
違
い
で
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
で
妙
節
は
『
論
語
』
泰
伯
篇
の
有
名
な
言
葉
「
民
ハ
之
二
由
ラ
シ
ム
ベ
シ
。
之
ヲ
知
ラ
シ
ム
ベ
カ
ラ
ズ
」
に
関
す
る
梁
無
知
の
解
に
異
を
と
な

え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
梁
無
知
が
、
聖
人
は
、
己
の
明
徳
を
天
下
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
だ
け
で
、
民
の
明
徳
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
聖
人
も
民
の
明
徳
を
明
ら
か
に
し
た
い
の
だ
と
言
う
。
民
を
教
化
し
た
い
と
思
っ
て
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『
大
学
』
の
「
民
」
は
人
で
あ
り
、
自
分
に
対
す
る
意
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
自
体
は
、
す
で
に
林
羅
山
の
『
大
学
諺
解
』

閣
文
庫
蔵
写
本
）
に
み
え
る
。

新
ハ
フ
ル
キ
ヲ
ア
ラ
タ
ム
ル
ヲ
云
ナ
リ
。
自
ラ
オ
ノ
レ
カ
明
徳
ヲ
ハ
ヤ
ク
明
カ
ニ
シ
テ
、
コ
レ
ヲ
シ
テ
人
ニ
オ
ヨ
ホ
ス
ヘ
、
ソ
。
オ
ノ
レ
善
ヲ

シ
テ
人
ニ
モ
善
ヲ
ス
ヽ
メ
、
オ
ノ
レ
孝
弟
ア
リ
テ
人
ニ
モ
孝
弟
ヲ
ヲ
シ
ヘ
、
オ
ノ
レ
イ
ツ
ハ
リ
ナ
ク
シ
テ
人
ニ
モ
マ
コ
ト
ヲ
ハ
ケ
マ
シ
、
オ

ノ
レ
ク
ラ
カ
ラ
ス
シ
テ
人
ニ
モ
徳
ヲ
ア
キ
ラ
カ
ニ
セ
、
ソ
ム
ル
ヲ
、
推
テ
人
二
及
ホ
ス
ト
云
ナ
リ
。
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
ナ
レ
ハ
、
其
今
マ
テ
フ
ル

ク
ソ
メ
ケ
カ
レ
タ
ル
ヲ
フ
リ
ス
ヽ
キ
テ
、
新
ラ
シ
ク
ナ
ラ
シ
ム
ル
ナ
リ
。
コ
レ
ヲ
新
民
卜
云
。
民
ハ
人
ナ
リ
。
我
レ
ニ
対
ス
ル
ノ
詞
ナ
リ
。

お
わ
り
に

い
る
け
れ
ど
も
、
天
下
は
広
く
、
人
民
は
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
機
が
区
々
で
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
は
不
可
能
だ
と
言
っ
て
い
る
（
『
論
語
』
薙

也
に
よ
る
）
。
妙
撞
も
ま
た
、
現
実
的
な
教
化
の
場
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
場
か
ら
み
た
時
、
「
新
民
」
の
「
民
」
が
王
公
君
主
に
対
す
る
統

治
さ
れ
る
者
と
し
て
の
存
在
を
意
味
す
る
な
ら
、
教
化
自
体
が
成
り
立
た
な
い
。
「
民
」
が
も
っ
て
い
る
明
徳
は
い
つ
ま
で
も
あ
ら
わ
れ
な
い
。

亮
舜
で
あ
っ
て
も
、
人
々
の
明
徳
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
い
う
欲
求
と
そ
の
不
可
能
の
間
で
悩
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
そ
う
妙
撞
は
言
っ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
「
新
民
」
が
統
治
被
統
治
の
関
係
に
あ
る
存
在
間
の
事
柄
で
あ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
同
じ
自
注
で
、
妙
幡
は
徐
倣
弦
の
比
喩
、

「
明
徳
ヲ
天
下
二
明
ラ
カ
ニ
ス
ル
ト
ハ
、
灯
明
ノ
如
、
ソ
。
一
灯
ノ
明
ハ
止

一
処
二
明
也
。

一
灯
千
万
灯
二
伝
ル
ト
キ
ハ
、
則
チ
在
処
皆
明
也
卜
」

を
引
い
た
あ
と
、
「
聖
人
寧
口
在
処
皆
明
ナ
ル
コ
ト
ヲ
欲
セ
ザ
ラ
ソ
ヤ
。
其
駿
二
教
工
成
ス
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ヲ
奈
ソ
。
之
ノ
故
二
先
ヅ
是
ノ
道
ニ

由
ラ
シ
ム
ル
ノ
ミ
」
と
く
り
返
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
「
新
民
」
の
「
民
」
は
「
己
二
対
ス
ル
ノ
称
、
即
チ
家
ノ
父
子
兄
弟
、
皆
民
也
」
と
い
う

こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
教
化
の
現
場
に
い
た
妙
撞
に
と
っ
て
、
こ
れ
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
事
情
は
藤
樹
も
同
じ
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
「
民
」
を
治
人
、
治
民
の
文
脈
で
解
釈
す
る
こ
と
に
は
、
教
化
の
意
識
は
あ
っ
て
も
教
化
の
場
の
意
識
が
な
い
。
妙
憧
と
藤
樹
は
、

あ
る
い
は
そ
う
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
寛
永
七
年
。
内
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ー

（
句
読
点
引
用
者
）

『
大
学
諺
解
』
（
『
大
学
章
句
解
』
）
は
鵞
峰
に
与
え
た
も
の
ら
し
い
が
、
「
民
ハ
人
ナ
リ
。
我
レ
ニ
対
ス
ル
ノ
詞
ナ
リ
」
と
い
う
解
釈
が
あ
る

一
方
、
他
の
箇
所
で
は
、
「
民
ヲ
新
ニ
ス
ル
ハ
、
人
ヲ
治
ル
ナ
リ
」
と
言
っ
て
い
る
し
、
『
大
学
』
を
大
人
（
成
人
・
成
童
）
の
学
で
あ
る
と
言
っ

て
い
る
か
と
思
う
と
、
一
方
で
は
「
孟
子
二
大
人
卜
云
ハ
聖
賢
君
子
ヲ
サ
シ
テ
云
リ
。
シ
カ
レ
ハ
大
人
ノ
学
ハ
聖
賢
ノ
学
ナ
リ
」
と
言
い
、
全
体

注
3

に
揺
れ
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
降
っ
て
、
松
平
定
伯
の
著
作
と
さ
れ
る
『
大
学
経
文
講
義
』
（
写
本
）
の
「
親
民
」
の
項
で
も
、
「
民
と
い
ふ
は
己

に
対
す
る
称
と
て
、
則
家
の
父
子
兄
弟
と
云
も
皆
民
な
り
。
こ
れ
を
あ
ら
た
に
す
る
と
い
ふ
も
、
皆
我
徳
を
あ
ら
た
に
し
て
、
少
し
の
僻
怠
も
な

く
日
を
重
ね
月
を
重
ね
て
あ
ら
た
に
な
れ
は
、
そ
の
徳
民
に
及
ひ
て
、
民
の
明
徳
も
皆
新
に
な
る
に
よ
り
て
、
国
家
天
下
も
あ
ら
た
に
な
る
と
い

ふ
に
至
る
事
な
り
」
（
句
読
点
引
用
者
）
と
、
「
民
と
い
ふ
は
己
に
対
す
る
の
称
」
と
言
い
な
が
ら
、
治
人
、
治
民
の
意
識
に
お
い
て
と
ら
え
ら

れ
て
い
る
。
羅
山
や
定
信
の
と
ら
え
方
は
、
そ
の
限
り
で
、
古
く
鄭
玄
注
に
も
通
う
も
の
で
あ
る
。
今
、
大
田
錦
城
門
の
海
保
漁
村
の
『
大
学
郷

氏
義
』
（
『
鱈
戸
続
四
書
註
釈
全
書
』
所
収
）
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
「
民
者
、
在
二
天
下
五
戸
天
下
之
人
一
、
在
レ
国
為
ニ
一
国
之
人
一
、
在
レ
家
為
―
―

一
家
之
人
＼
凡
在

1

1

己
下
一
、
有
五
い
於
己
之
教
化
1

者
、
皆
是
也
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
大
学
』
の
三
網
領

と
八
条
目
を
統
一
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
「
民
」
の
解
釈
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
曖
昧
さ
、
混
沌
は
不
可
避
で
あ
る
。
妙
撞
浄
惹
と
中
江

藤
樹
は
、
お
そ
ら
く
『
大
学
』
全
体
を
統
一
的
に
理
解
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
自
己
の
思
想
に
よ
っ
て
切
り
取
っ
て
見
せ
た
。
『
大
学
』
が

孔
子
の
遺
書
で
は
な
い
と
言
っ
た
伊
藤
仁
斎
や
、
「
大
学
」
を
学
校
と
考
え
た
荻
生
狙
棟
と
は
ま
た
別
の
意
味
で
、
『
大
学
』
に
対
す
る
―
つ
の

注

4

態
度
を
呈
示
し
た
こ
と
は
問
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

明
徳
仏
性
説
に
立
っ
て
、
明
徳
、
新
民
、
止
至
善
を
、
仏
教
の
三
身
、
三
法
、
三
緊
戒
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
対
応
さ
せ
る
妙
撞
浄
慧
の
図

式
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
妙
節
浄
慧
の
儒
仏
論
」
（
熊
本
大
学
共
同
研
究
報
告
書
「
国
際
統
合
の
進
展
の
な
か
の
『
地
域
』
に
関
す
る
学
際
的

注
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4
 

3
 

2
 研

究
」
所
収
、
一
九
九
六
年
）
。

藤
樹
（
特
に
『
孝
経
啓
蒙
』
）
に
お
け
る
「
民
は
人
な
り
」
と
そ
の
思
想
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
子
安
宜
邦
「
中
江
藤
樹
・
「
孝
」
の
教
説

と
〈
孝
子
伝
〉
と
の
間
」
（
「
思
想
」
一
九
九
五
年
＋
月
号
）
参
照
。
ま
た
、
黄
昭
淵
「
『
新
鑑
草
』
論
ー
そ
の
典
拠
二
、
三
と
善
書
的
要
素

を
中
心
に
ー
」
は
、
『
鑑
草
』
の
善
書
的
性
格
を
確
認
し
て
い
る
（
「
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
」
五
十
三
号
、
平
成
九
年
十
一
月
）
。

一
冊
目
の
、
元
は
共
紙
表
紙
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
、
以
下
の
よ
う
な
書
き
付
け
が
あ
る
。
「
楽
翁
公
天
明
の
は
し
め
初
て
御
入
学

の
と
き
、
頻
に
文
武
を
は
け
ま
し
、
御
み
つ
か
ら
大
学
を
講
し
て
士
大
夫
に
き
か
せ
給
ひ
し
か
、
翌
年
御
参
府
に
ち
か
A
り
し
時
、
あ
る
大
夫

よ
り
、
わ
か
輩
文
盲
の
も
の
等
に
よ
く
会
得
せ
ら
れ
し
は
、
尋
常
の
儒
生
と
も
の
及
ふ
へ
き
事
に
は
あ
ら
す
、
願
く
は
御
筆
に
し
る
し
を
か
せ

給
は
A‘

熟
読
し
て
其
道
を
し
る
へ
き
事
い
か
は
か
り
の
幸
な
ら
ん
と
、
懇
に
聞
へ
奉
り
し
に
よ
り
て
か
A

せ
給
ひ
し
也
」
（
読
点
引
用
者
）
。

近
世
日
本
に
お
け
る
『
大
学
』
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
源
了
圃
編
『
江
戸
の
儒
学
『
大
学
』
受
容
の
歴
史
』
に
ま
と
ま
っ
た
論
考
が
あ
る

（
思
文
閣
出
版
、
昭
和
六
十
三
年
）
。
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